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 要  旨 
3.5 G HSDPA（High Speed Downlink Packet Access）やWiMAX等のモバイルネットワークの高速化と，ハードディスクやフラ
ッシュメモリ等のストレージ機器の大容量化に伴い，モバイル端末を用いたビデオ配信サービスが急速に普及しつつある．一方，















2. SHD（Super High Definition）映像配信に対して，モバイル環境においても高精細映像をそのままの品質で得ることの困難
さである．先行研究では，高効率符号変換技術の基礎アルゴリズムの研究及びこれらを用いたマルチメディアゲートウェイシス
テムの研究開発が行われている．しかしながら，多様なデバイスからの視聴要求の高まりから，様々な被写体情報と複数箇所か
らの音源から構成される超高精細映像に対して，要求される様々な領域に対応したオーディオビジュアルメディアを複数ユーザ
に提供する必要がある． 
本論文前半では上記問題点1 についての整理及びそれを解決する”非同期ストリーム取得型モバイルビデオ配信システム”を
提案し，視聴対象ビデオコンテンツを時間軸に対してskim できるよう実装を行い，本システムの実現性及び有効性を評価する．
一方，本論文後半では，超高精細映像に対して多数ユーザから任意の映像領域にアクセスを可能とするために，”部分領域アク
セス方式による高精細映像へのアクセス”及び”視聴領域移動に対応した視聴領域映像生成方式”の提案を行い，多数ユーザへ
超高精細映像への任意視点を空間的にskim 可能となる実装を目的として研究を進めている． 
